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豪雨災害の教訓を伝える「広島市豪雨災害伝承館」

平成26（2014）年8月20日未明に、広島市安佐南・安佐北区などで起きた豪雨災害では、土石流や崖崩れが

相次いで発生し、災害関連死を含めて77人が亡くなりました。この豪雨災害をはじめとする自然災害で得た教

訓や知識を学び、防災意識の高揚、防災活動の促進など、市民が自ら「防災まちづくり」を推進する新たな拠点

として、安佐南区八木三丁目に「広島市豪雨災害伝承館」が令和5年 9月1日に開館しました。豪雨災害伝承

館は 2 階建てで、当時の被災の状況を伝える写真や映像を展示したエリアのほか、防災について学ぶ研修室な

どが設けられています。 

当社は、展示エリア内にあるガイダンス映像＜語り継ぐ～平成26年（2014年）8月広島豪雨災害の記録～＞

の制作を担当しました。地域住民の方々をはじめ多くの方のご協力を得て、被災直後から記録されたデータを

用い、同時多発的に発生した土石流や急激な速さで迫りくる土石流を再現したCGを制作しました。CGの他、被

災時の気象状況や被災直後の様子を再現した 3 次元モデル、被災当時のニュース映像などをまとめた映像は、

幅3.2m×高さ1.8mの壁・床2面のスクリーンに投影されます。 

豪雨災害伝承館にてガイダンス映像が永続的に放映され、地域の防災・減災の取り組みに少しでも寄与でき

ることを願っています。
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次第に秋らしくなり、厳しい暑さで食欲がなかった夏に比べていろいろな食材を美味しく頂ける季節になってきました。とこ

ろで、子供から大人まで人気の高い竜田揚げですが、その名の由来が実は秋に関わっていたことを知って驚きました。「竜

田」とは竜田川のことで、奈良県で紅葉の名所とされている場所です。油の中で材料が赤く色変わりする様子が、まるで竜田

川の水の中の紅葉のようだとされて、「竜田揚げ」という名前になったそうです。秋らしくて面白い話でした。さて、豊かな自然

が、人々の気持ちを癒してくれる存在であるためには、何よりもまず自然に対する畏怖の念を忘れてはならないことは言うま

でもありません。そのことを大切に思いながら、たまには美味しいものを楽しめる秋でありますようにと願っています。 

広島市豪雨災害伝承館 ガイダンス映像上映の様子（壁・床2面投影）

同時多発的に発生した土石流の様子

土石流再現CG

急激な速さで迫りくる土石流の様子まちを襲う土石流の様子

休館日／㈪、㈷・㉁の翌日（直後の㈯、㈰、㈷・㉁でない日）、8月6日、年末年始
※少人数の自由見学は予約不要。その他、詳しくはホームページでご確認ください。

http://trdmc.jp/

＜広島市豪雨災害伝承館の概要＞

所在地／〒731-0101広島市安佐南区八木三丁目24番23号
連絡先／TEL 082-832-0091 FAX 082-832-0095 
開館時間／10：00～17：00 

※ガイダンス映像は、広島市から当社が委託業務を受け、制作しました。


